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合部位の性質解明の手がかりとして，光親和標識を検討した。すなわちまず， ωーアジドー [3HJ 脂肪酸









を見出した。さらに，本研究の途上トリフルオロ酢酸を用いる改良 Schmidt 反応およびN- ヒドロキシ
コハク酸イミドとのエステルを経由するカルボン酸からアルコールへの新しい合成反応を見出すこと
ができた。
論文の審査結果の要旨
本研究は生体内における脂肪酸合成に関与する重要な酵素アセチルコエンザイム A カルボキシラー
ゼの基質の構造とその酵素活性に関する関係を有機化学的手法を用いて解明しようとしたものである。
特にアセチルコエンザイム Aの構造類似体アセトニルデチオコエンザイム Aの酵素活性を調べ，その
反応生成物の構造を確認し また種々の長鎖脂肪酸コエンザイム A類縁体について本酵素に対する阻
害作用を測定し，その基質分子における最も重要な構造部分を明らかにした。さらに長鎖脂肪酸コエ
ンザイム Aの酵素に対する結合部位を明らかにするという意欲的な問題に取り組み，この種の化合物
では始めての光アフィニティラベリングを応用して，結合部位解明に対するパイオニア的成果を挙げ
た。この研究に付随して 脂肪酸からアルコールへのきわめて簡単な新転換反応を見い出した。
以上のように本研究は酵素活性に対する有機化学的アプローチによる独自な研究方向を進めて貴重
な業績を挙げたものであり 理学博士の学位論文として十分価値あると認めます。
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